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「
家
牒
」

に
つ
い
て
の

考
察

「
家
牒
」
と
は
、
「
譜
牒
」
と
同
じ
語
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
『
日
本
書
紀
私

記
』
弘
仁
私
記
序
に
、

毎
二
代
一
使
互
天
下
諸
氏
-
各
献
圭
本
系
J

貫
一
譜
牒
一
興
一
本
系
-
也
。

と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
「
本
系
」
と
同
類
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
「
家

牒
」
に
は
、
「
譜
牒
」
「
本
系
」
、
す
な
わ
ち
系
譜
と
は
、
ま
っ
た
く
性
格
を
異
に

す
る
文
書
の
名
称
が
あ
る
。
系
譜
で
あ
る
「
家
牒
」
は
、
「
か
て
ふ
(
か
ち
ょ
う
ど

と
読
む
が
、
こ
の
方
の
「
家
牒
」
は
、
「
け
て
ふ
(
け
ち
ょ
う
ど
と
訓
じ
、
ぁ

(
1
)
 

る
「
家
」
、
も
し
く
は
「
家
司
」
が
出
し
た
「
牒
」
の
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
が
あ
っ
か
う
「
家
牒
」
は
、
も
ち
ろ
ん
前
者
の
「
家
牒
」
、
す
な
わ
ち
系

譜
の
方
で
あ
っ
て
、
こ
の
「
家
牒
」
の
用
語
の
初
見
は
、
『
続
日
本
紀
』
延
暦
九

年
七
月
辛
巳
条
で
あ
る
。
そ
の
条
に
は
、

佐
伯

有
清

左
中
弁
正
五
位
上
兼
木
工
頭
百
済
王
仁
貞
。
治
部
少
輔
従
五
位
下
百
済
王

元
信
。
中
衛
少
将
従
五
位
下
百
済
王
忠
信
。
図
書
頭
従
五
位
上
兼
東
宮
学

土
左
兵
衛
佐
伊
予
守
津
連
真
道
等
上
レ
表
一
言
。
真
道
等
本
系
出
レ
白
ニ
百
済
国

貴
須
王
寸
:
:
:
逮
二
千
他
回
朝
御
宇
敏
達
天
皇
御
世
コ
邑
盟
国
遣
レ
使
上
ニ
鳥

羽
之
表
寸
群
臣
諸
史
莫
二
之
能
読
ぺ
而
辰
伝
進
取
ニ
其
表
寸
能
読
巧
写
。
詳

奏
-
一
表
文
↓
天
皇
嘉
ニ
其
篤
学
寸
深
加
ニ
賞
歎
寸
出
回
目
。
勤
乎
蕗
哉
。
汝
若
不
レ

愛
レ
学
↓
誰
能
解
読
。
宜
三
従
レ
今
始
近
ニ
侍
殿
中
寸
既
而
又
詔
ニ
東
西
諸
史
一
目
。

汝
等
難
レ
衆
。
不
レ
及
ニ
辰
伝
九
斯
並
国
史
家
牒
。
詳
載
ニ
其
事
一
実
。

と
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
国
史
家
牒
」
と
あ
る
が
、
大
同
二
年
(
八

O
六
)
に
成

1 -

立
し
た
『
古
語
拾
遺
』
に
も
、

国
史
家
牒
。
雄
レ
載
ニ
其
由
寸

二
委
曲
。
猶
有
レ
所
レ
遺
。

と
あ
っ
て
、
「
国
史
家
牒
」
の
語
句
が
み
え
る
。
『
続
日
本
紀
』
延
暦
九
年
七
月

辛
巳
条
、
お
よ
び
『
古
語
拾
遺
』
に
み
え
る
「
国
史
家
牒
」
の
「
国
史
」
は
、

前
者
が
、
『
日
本
書
紀
』
を
意
味
し
、
ま
た
後
者
は
、
『
日
本
書
紀
』
『
続
日
本
紀
』
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の
両
書
を
き
し
て
お
り
、
延
暦
・
大
同
ご
ろ
に
、
「
国
史
家
牒
」
と
い
う
言
葉
が

(
2
)
 

「
流
行
語
で
あ
っ
た
ら
し
」
い
と
、
坂
本
太
郎
氏
は
、
つ
と
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
国
史
家
牒
」
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
他
の
史
料
と
し
て
、
『
因
幡
国
伊
福
部

臣
古
志
」
の
序
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
序
は
、
延
暦
三
年
(
七
八
四
)
の
年
紀

を
持
ち
、
現
伝
の
写
本
に
は
、

式
観
ニ
前
篠
↓
砂
稽
ニ
玄
古
寸
自
二
国
常
立
尊
一
以
降
。
迄
ニ
素
斐
鳴
尊
一
者
。

披
二
閲
国
史
-
可
レ
知
。

と
あ
っ
て
、
傍
点
を
付
し
た
「
前
篠
」
の
言
葉
の
ま
ま
で
は
、
文
意
が
と
お
ら

な
い
か
ら
、
「
前
傑
」
は
、
「
家
牒
」
の
誤
写
で
あ
り
、
下
の
傍
点
を
つ
け
た
「
国

史
」
と
相
侯
っ
て
、
延
暦
・
大
同
ご
ろ
の
「
流
行
語
」
が
、
こ
の
序
に
も
み
ら

(
3
)
 

れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
「
国
史
家
牒
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
典
拠
が
あ
る
。
任
坊
の
『
王
文
憲

集
』
序
に
「
其
先
自
レ
秦
至
レ
宋
。
国
史
家
牒
詳
鷲
」
、
字
文
遣
の
『
庚
信
集
』
序

に
「
国
史
家
牒
。
世
莫
レ
詳
駕
」
、
白
居
易
の
『
海
州
刺
史
蓑
君
夫
人
李
氏
墓
誌

銘
』
に
「
得
ニ
於
国
史
家
牒
一
云
」
な
ど
と
み
え
る
よ
う
に
、
「
国
史
家
牒
」
の
語

句
は
、
中
国
古
文
に
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
『
続
日
本
紀
』
や

『
古
語
拾
遺
』
な
ど
に
み
え
る
「
国
史
家
牒
」
の
語
句
は
、
上
記
の
よ
う
な
中

国
の
文
献
に
出
典
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
家
牒
」
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
、
『
三
代
実
録
』

貞
観
三
年
八
月
十
九
日
庚
申
条
に
、

左
京
人
散
位
外
従
五
位
下
伴
大
田
宿
禰
常
雄
賜
ニ
伴
宿
禰
姓
寸
先
レ
是
。
正
三

位
行
中
納
言
兼
民
部
卿
皇
太
后
宮
大
夫
伴
宿
禰
善
男
等
奏
言
。
常
雄
歎
倍
。

謹
稽
=
家
諜
づ
伴
大
田
宿
禰
同
祖
。
金
村
大
連
公
第
三
男
狭
手
彦
之
後
也
。

狭
手
彦
。
宣
化
天
皇
世
。
奉
ニ
使
任
那
寸
征
ニ
新
羅
寸
復
ニ
任
那
寸
兼
助
ニ
百

済
寸
欽
明
天
皇
世
。
百
済
以
ニ
高
麗
之
冠
寸
遣
レ
使
乞
レ
救
。
狭
手
彦
復
為
ニ
大

将
軍
寸
伐
ニ
高
麗
づ
其
王
蹄
レ
城
而
遁
。
乗
レ
勝
入
レ
宮
。
尽
得
ニ
珠
宝
貨
賂
一
以

(
敏
達
)

献
レ
之
。
議
城
嶋
天
皇
世
。
還
来
献
ニ
高
麗
之
囚
↓
今
山
城
国
狛
人
是
也
。

狭
手
彦
再
使
ニ
海
外
吋
征
ニ
伐
両
国
ベ
尽
ニ
力
絶
域
↓
復
ニ
立
二
国
寸
身
尊
ニ
当

時
寸
功
流
二
後
代
↓
但
古
人
朴
質
。
除
ニ
両
国
尽
レ
力
非
u
私
。
皆
賜
二
別
姓
↓

是
以
子
孫
不
レ
得
ニ
大
部
↓
別
賜
二
大
田
宿
禰
寸
而
狭
手
彦
之
弟
阿
彼
布
古
。

承
レ
父
為
ニ
大
部
連
公
↓
自
レ
斯
而
後
。
恐
ニ
子
孫
之
不
v
広
。
無
=
一
復
更
賜
ニ
別

姓

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
う
か
が
え
る
。
こ
の
記
事
に
「
謹
稽
ニ
家
諜
こ
と
あ
(
4
)
 

る
「
家
諜
」
は
、
『
噺
櫛
国
史
大
系
』
の
『
二
一
代
実
録
』
が
「
諜
、
恐
当
作
牒
」

と
頭
注
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
家
牒
」
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
と

-2-

も
か
く
、
こ
の
記
事
か
ら
「
家
牒
」
に
は
、
始
祖
の
記
載
に
始
ま
っ
て
、
祖
先

の
人
た
ち
の
名
、
お
よ
び
そ
の
功
績
が
、
か
な
り
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
推
知
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
「
斯
並
国
史
家
牒
。
詳
載
ニ
其
事
一
矢
」

と
あ
る
『
続
日
本
紀
』
延
暦
九
年
七
月
辛
己
条
に
、

貴
須
王
者
百
済
始
興
第
十
六
世
王
也
。
夫
百
済
太
祖
都
慕
大
王
者
。
日
神

降
レ
霊
。
奄
ニ
扶
余
一
而
開
レ
因
。
天
帝
授
レ
銭
。
惣
=
諸
韓
-
而
称
レ
王
。
降
及
ニ

近
肖
古
王
寸
造
慕
ニ
聖
化
づ
始
鴨
ニ
貴
国
寸
是
則
神
功
皇
后
摂
政
之
年
也
。

其
後
軽
嶋
豊
明
朝
御
宇
応
神
天
皇
。
命
ニ
上
毛
野
氏
遠
祖
荒
田
別
寸
使
ニ
於

百
済
一
捜
ニ
聴
有
識
者
寸
国
主
貴
須
王
恭
奉
二
使
旨
寸
択
ニ
採
宗
族
寸
遣
ニ
其
孫

辰
孫
王
一
白
百
智
随
レ
使
入
朝
。
天
皇
嘉
駕
。
特
加
二
寵
命
↓
以
為
二
皇
太
子
之

師
ム
矢
。
於
レ
是
。
始
伝
ニ
書
籍
寸
大
闇
ニ
儒
風
寸
文
教
之
興
。
誠
在
二
於
此
↓



難
波
高
津
朝
御
宇
仁
徳
天
皇
。
以
ニ
辰
孫
王
長
子
太
阿
郎
王
一
為
ニ
近
侍
寸
太

阿
郎
王
子
玄
陽
君
。
玄
陽
君
子
午
定
君
。
回
以
閤
白
生
二
三
男
寸
長
子
味

沙
。
仲
子
辰
仁
。
季
子
麻
目
。
従
レ
此
而
別
始
為
二
三
姓
寸
各
因
ニ
所
職
一
以

命
レ
氏
荒
。
葛
井
。
船
。
津
連
等
即
是
也
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。

現
に
「
家
牒
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、
『
斎
部
氏
家
牒
』
が
あ
る
。

こ
の
「
家
牒
」
は
、
『
大
倭
神
社
註
進
状
』
の
裏
書
に
み
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
全
文
を
『
大
和
志
料
』
が
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
、
あ
ら
た
め
て
、
そ

の
全
文
を
掲
げ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

川
天
地
初
発
之
初
。
於
ニ
天
中
一
成
出
神
申
ニ
天
御
中
主
神
寸
其
御
子
申
一
一
高
御

産
霊
神
寸
次
申
二
神
御
産
霊
神
↓
次
申
一
津
速
産
霊
神
づ

山
高
御
産
霊
神
子
申
二
天
思
兼
命
寸
次
申
一
一
天
太
玉
命
プ
次
申
一
櫛
明
玉
命
↓
次

申
一
一
拷
幡
千
々
姫
命
。

ω天
思
兼
命
子
申
ニ
天
手
力
男
命
↓
阿
智
遠
祖
神
。
天
太
玉
命
子
申
二
天
鋼
女

命
づ
猿
女
君
遠
祖
。
次
申
ニ
天
富
国
太
命
寸
斎
部
遠
祖
。
櫛
明
玉
命
子
申
=
天

「家牒」についての一考察

明
玉
命
寸
玉
作
遠
祖
。

凶
神
御
産
霊
神
〔
U
U
い
U
命
。
其
子
申
門
川

U
止
売
命
門
川
ハ
ハ
ハ
〕
遠

祖。

問
津
速
産
霊
神
子
申
ニ
興
口
産
霊
一
命
寸
其
子
申
ニ
天
子
屋
根

A
R
中
臣
遠
祖
。

附
天
地
初
判
之
時
。
伊
弊
諾
伊
弊
冊
神
二
神
。
為
ニ
夫
婦
-
生
二
日
神
↓
亦
日
一
一

天
照
大
神
寸
次
生
二
月
神
-
亦
日
二
月
読
神
寸
二
神
天
地
照
臨
。
故
天
上
送
昇

給
。
次
生
二
素
斐
男
神
寸
此
神
心
暴
悪
。
故
根
国
追
逐
給
。
然
天
照
大
神
奉
二

相
見
一
而
天
昇
給
之
時
。
櫛
明
玉
命
。
八
坂
理
之
曲
玉
献
上
受
而
天
照
大
神

献
上
。
然
天
照
大
神
有
二
潟
心
-
而
不
ニ
相
見
言
語
↓
素
斐
男
神
約
誓
市
日
。

吾
者
有
ニ
濁
心
-
生
レ
女
。
有
二
清
心
-
生
レ
男
。
而
八
坂
理
之
曲
玉
。
天
真
名

井
振
濯
。
佐
加
美
仁
食
。
吹
棄
気
吹
之
中
。
成
出
神
申
ニ
天
忍
穂
耳
命
寸
天

照
大
神
清
心
感
。
天
忍
穂
耳
命
子
養
也
。

問
其
後
素
斐
男
命
。
天
津
罪
行
而
無
道
。
故
天
照
大
神
怒
。
子
二
石
窟
-
幽
居
。

而
石
戸
閉
給
。
天
地
常
闇
成
昼
不
レ
知
。
八
十
万
神
等
愁
迷
。
天
思
金
神
深

慮
。
使
三
石
凝
止
売
命
作
二
八
即
日
鏡
づ
天
明
玉
命
作
-
二
八
坂
理
之
曲
玉
↓
天
子

屋
根
命
五
百
箇
真
坂
木
根
起
。
而
上
枝
懸
レ
玉
。
中
枝
懸
レ
鏡
。
下
校
懸
ニ
青

和
幣
白
和
幣
寸
天
太
玉
命
捧
持
称
申
。
天
子
屋
根
命
相
副
祈
薦
申
。
天
銅

- 3 

女
命
真
佐
木
為
レ
霊
。
臼
羅
葛
為
レ
概
。
小
竹
猷
憩
葉
為
レ
草
。
鐸
付
之
矛
持
。

而
伏
槽
庭
火
燃
路
響
。
神
懸
俳
優
歌
舞
。
又
石
凝
止
売
命
鋳
二
日
像
鏡
↓
初

鐸
少
不
レ
意
。
是
木
国
日
前
神
。
次
第
其
象
美
麗
。
是
伊
勢
天
照
大
神
也
。

天
太
玉
命
捧
持
。
而
此
宝
鏡
者
明
麗
。
恰
如
ニ
汝
神
寸
御
戸
開
而
御
覧
称
辞

申
。
天
子
屋
根
命
具
祈
薦
申
。
子
レ
時
天
照
大
神
少
開
レ
戸
而
御
覧
給
。
天

手
力
男
命
石
戸
引
開
奉
レ
出
。
時
天
子
屋
根
命
。
天
太
玉
命
斯
利
久
女
縄
廻

懸
請
申
。
又
還
幽
給
勿
。
仰
罪
乎
素
斐
男
神
帰
。
千
座
置
戸
科
世
呈
。
首

髪
手
足
爪
為
ニ
贈
物
寸
而
天
子
屋
命
青
和
幣
白
和
幣
乎
以
天
津
太
告
万
乎
乃

利
天
除
々
而
諸
神
追
降
給
。
素
斐
男
命
天
上
与
利
降
三
到
出
雲
国
日
川
上
寸

十
握
剣
乎
以
斬
コ
大
蛇
一
給
。
草
薙
銅
尾
中
取
。
天
金
口
根
命
乎
使
献
上
。

後
奇
稲
田
姫
為
ニ
夫
婦
一
生
二
大
己
貴
命
寸
終
入
ニ
根
国
一
給
。

刷
天
照
大
神
。
拷
幡
千
々
姫
乎
天
忍
穂
耳
命
為
レ
妃
。
而
生
ニ
天
津
彦
理
々
杵
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尊
寸
天
照
大
神
。
高
皇
産
霊
神
。
皇
孫
命
崇
養
而
勅
日
。
豊
葦
原
瑞
宝
国

者
。
吾
子
孫
可
レ
主
之
地
也
。
皇
孫
降
而
安
国
可
レ
治
。
天
津
日
嗣
天
地
無

レ
窮
。
以
二
八
即
日
鏡
草
薙
剣
-
授
賜
而
永
為
ニ
天
璽
寸
亦
此
宝
鏡
。
五
口
如
レ
見
床

同
慰
共
為
ニ
斎
鏡
↓
矛
玉
自
従
。
仰
天
子
屋
根
命
。
天
太
玉
命
。
天
錨
売
命

配
侍
志
元
。
皇
孫
命
。
天
石
座
押
放
。
天
八
重
雲
押
分
。
伊
豆
乃
道
分
々
々

天
降
。
日
向
高
穂
峰
爾
到
給
。
山
祇
之
女
。
木
花
開
耶
姫
為
レ
妃
。
生
ニ
彦

火
々
出
見
命
寸
此
命
海
神
之
女
。
豊
玉
姫
為
レ
妃
。
生
ニ
彦
波
激

A
H
此
命
。

従
母
玉
依
姫
為
レ
妃
。
生
二
神
倭
伊
波
礼
彦
天
皇
↓
々
々
帝
宅
倭
畝
傍
山
東
南

立
。
天
太
玉
命
孫
天
富
貴
命
一
位
向
調
斎
部
諸
氏
人
等
率
而
以
ニ
斎
斧
↓
山
間

之
材
切
。
以
二
斎
姐
一
橿
原
之
地
堀
而
下
津
磐
根
宮
柱
太
敷
立
。
高
天
原
千

木
高
知
。
皇
御
孫
命
瑞
御
舎
造
奉
レ
仕
。
天
富
貴
命
天
璽
鏡
剣
持
捧
正
肢
奉
レ

安
。
又
八
尺
理
御
吹
玉
御
須
丸
懸
。
幣
物
積
置
。
大
殿
祭
祝
詞
申
。
次
宮

門
祭
祝
詞
申
。
天
子
屋
根
命
孫
天
種
子
命
館
叫
雲
天
神
書
詞
奏
申
。
又
天
津

罪
国
津
罪
千
座
置
戸
科
世
天
駿
中
清
申
。
此
時
神
与
レ
皇
股
共
床
同
御
座
。

故
神
物
皇
物
不
レ
分
。
宮
内
蔵
立
申
二
斎
蔵
ベ
天
富
貴
命
其
蔵
物
出
入
事
奉
レ

仕
。
自
レ
其
子
孫
永
奉
レ
仕
。
又
天
太
王
命
社
安
房
国
立
申
ニ
安
房
社
J

天
銅

売
命
子
猿
女
命
奏
二
神
楽
↓
永
子
孫
女
等
神
楽
奉
レ
仕
。

同
御
間
城
入
彦
天
皇
御
世
。
測
二
神
威
一
畏
給
。
而
天
富
貴
命
六
世
孫
玉
櫛
命

鞍
目
。
石
凝
姥
命
八
世
孫
高
津
足
命
誠
一
叩
陰
。
天
目
一
箇
命
八
世
孫
国
振
立

命
細
部
別
勅
更
簿
二
人
間
鏡
寸
造
二
八
束
剣
寸
為
ニ
守
身
御
璽
↓
是
至
レ
今
天
津

日
嗣
高
坐
即
之
日
。
所
レ
献
神
璽
鏡
銅
是
也
。
於
二
倭
磯
城
笠
縫
邑
一
神
離
立
。

天
照
大
神
入
間
鏡
草
薙
剣
三
種
神
器
担
問
奉
レ
遷
。
使
二
皇
女
豊
鍬
入
姫
命

奉
p

斎
也
。

側
活
目
入
彦
天
皇
御
世
及
而
。
其
洞
伊
勢
度
会
五
十
鈴
川
上
立
。
皇
女
倭
姫

A
E本
レ
斎
。
子
レ
時
天
子
屋
根
命
。
太
玉
命
相
肢
杷
祭
。
其
後
豊
受
大
神
外

宮
奉
レ
斎
之
時
。
両
神
奉
レ
遷
。
今
者
外
宮
相
殴
御
座
。

ω豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
御
世
。
詔
ニ
豊
聡
耳
太
子
曽
我
馬
子
大
臣
ベ
令
レ
撰
ニ
先

代
旧
事
本
紀
↓
之
時
。
玉
櫛
命
九
世
孫
子
麻
巨
承
レ
命
献
ニ
家
記
祝
詞
等
↓
曲
家

レ
寵
冠
位
小
智
給
。
奉
レ
仕
ニ
斎
部
蔵
出
納
職
寸
何
負
ニ
斎
部
首
氏
姓
↓

ω天
万
曲
一
旦
日
天
皇
御
世
。
子
麻
呂
男
。
作
加
斯
為
ニ
神
官
一
以
ニ
冠
位
小
花
下
一

給
。
令
レ
主
二
夏
冬
御
卜
事

-
R一
此
御
世
一
始
鷲
。

仰
天
淳
中
原
天
皇
御
世
。
作
加
斯
三
世
孫
首
。
弟
色
夫
知
賜
ニ
姓
斎
部
連
寸
首
。

中
巨
大
島
連
等
。
奉
レ
勅
撰
ニ
録
梅
田
阿
札
所
レ
語
之
古
事
づ
今
古
事
記
是
也
。

阿
礼
者
宇
治
土
公
庶
流
。
天
銅
女
命
之
末
葉
也
。

-4-

同
高
天
原
広
野
天
皇
践
酢
之
目
。
色
夫
智
上
ニ
神
璽
鏡
銅
於
天
皇
↓
中
臣
朝
臣

大
島
奏
ニ
天
神
蕎
調
寸
是
神
代
旧
事
之
類
。
永
為
レ
例
載
レ
令
。

こ
の
『
斎
部
氏
家
牒
』
に
つ
い
て
、
『
大
和
志
料
』
は
、
『
古
史
ノ
欠
文
ヲ
補

フ
ニ
足
ル
ヘ
キ
モ
ノ
〕
と
し
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
確
か
に
「
斎
部
氏
家
牒
』

に
は
「
古
史
」
に
み
え
な
い
古
伝
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
古
代
史
の
史
料
と

し
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
家
牒
」
の
成
立
時
期
・

内
容
な
ど
に
つ
い
て
、

い
さ
さ
か
検
討
を
加
え
、
史
料
と
し
て
の
価
値
を
見
極

め
て
お
き
た
い
。

説
明
の
便
を
図
っ
て
、
『
斎
部
氏
家
牒
』
の
各
段
落
の
頭
に
番
号
を
付
し
た
が
、

ま
ず
凶
と
問
、
お
よ
び
問
の
嚢
害
に
よ
る
闘
字
の
部
分
を
復
原
し
て
お
こ
う
。

凶
の
「
神
御
産
霊
神

h
u
uい
〕
命
」
の
闘
字
の
部
分
は
、

ω・
ω・
同
の
文
章

か
ら
み
て
、
神
御
産
霊
神
の
子
の
神
名
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。



神
御
産
霊
神
の
子
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
神
々
に
は
、
『
古
事
記
」
少
名
毘
古
那
神

段
に
「
召
ニ
久
延
毘
古
一
問
時
。
答
ニ
白
此
者
神
産
巣
日
神
之
御
子
。
少
名
目
比
古
那

神
-
」
と
み
え
る
よ
う
に
、
少
名
見
古
那
神
が
あ
り
、
『
日
本
書
紀
』
神
代
下
、

第
九
段
の
一
書
第
七
に
「
神
皇
産
霊
尊
之
女
梓
幡
千
幡
姫
」
と
あ
る
よ
う
に
符

幡
千
幡
姫
で
あ
り
、
ま
た
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
、
嶋
根
郡
加
賀
郷
条
に
「
御

祖
神
魂
命
御
子
。
支
佐
加
比
売
命
」
、
同
郡
生
馬
郷
条
に
「
神
魂
命
御
子
。

/¥ 
尋

鉾
長
依
日
子
命
」
、
同
郡
法
吉
郷
条
に
「
神
魂
命
御
子
。
宇
武
加
比
売
命
」
、
同

郡
加
賀
神
埼
条
に
「
御
祖
神
魂
命
御
子
。
相
佐
加
比
売
命
」
、
出
雲
郡
漆
沼
郷
条

に
「
神
魂
命
御
子
。
天
津
担
比
佐
可
美
高
日
子
命
」
、
神
門
郡
朝
山
郷
条
に
「
神

魂
命
御
子
。
真
玉
著
玉
之
邑
日
女
命
」
な
ど
と
あ
っ
て
、
多
く
の
神
名
が
神
御

産
霊
神
(
神
魂
命
)
の
子
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
新
撰
姓
氏
録
』

左
京
神
別
中
、
爪
工
連
条
に
「
神
魂
命
子
多
久
都
玉
命
」
、
和
泉
国
神
別
、
爪
工

連
条
に
「
神
魂
命
男
多
久
豆
玉
命
」
、
山
城
国
神
別
、
税
部
条
に
「
神
魂
命
子
角

凝
魂
命
」
、
河
内
国
神
別
、
多
米
連
条
に
「
神
魂
命
児
天
石
都
倭
居
命
」
、
和
泉

国
神
別
、
紀
直
条
に
「
神
魂
命
子
御
食
持
命
」
と
み
え
、
そ
し
て
『
先
代
旧
事

本
紀
』
神
代
系
紀
に
は
「
次
神
皇
産
霊
尊
亦
云
一
一
神
魂
尊
一
/
児
天
御
食
持
命
紀
伊
直
等

祖
/
次
天
道
根
命
川
瀬
造
等
祖
/
次
天
神
玉
命
葛
野
鴨
県
主
等
祖
/
次
生
魂
命
猪
使
連
等
祖
」

「家牒」についての一考察

と
あ
る
よ
う
に
、
天
御
食
持
命
以
下
回
神
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
凶
の
「
神
御
産
霊
神
円
1
1
1〕
命
」
の
闘
字
の
部
分
に
、
少
名
毘

古
那
神
・
梓
幡
千
幡
姫
・
支
佐
加
比
売
命
(
担
比
佐
加
比
売
命
)
・
八
尋
鉾
長
依

日
子
命
・
宇
武
加
比
売
命
・
天
津
棋
比
佐
可
美
高
日
子
命
・
真
玉
著
玉
之
邑
日

女
命
・
多
久
都
玉
命
(
多
久
豆
玉
命
)
・
魚
凝
魂
命
・
天
石
都
倭
居
命
・
御
食
持

命
(
天
御
食
持
命
)
・
天
道
根
命
・
天
神
玉
命
・
生
魂
命
の
い
ず
れ
か
の
神
名
を

補
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
凶
の
「
神
御
産
霊
神
門
川
ハ
ハ
〕
命
」

の
下
の
「
其
子
申
円
い
止
売
命
」
の
闘
字
の
部
分
は
、
そ
の
下
に
「
止
売
命
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
か
な
ら
ず
や
問
の
「
其
後
素
斐
男
命
。
天
津
罪
行

而
無
道
」
云
々
の
段
に
「
天
思
金
神
深
慮
。
使
三
石
凝
止
売
命
作
二
人
間
鏡
一
」
「
又

石
凝
止
売
命
鐘
町
一
日
像
鏡
一
」
と
み
え
る
石
凝
止
売
命
の
「
石
凝
」
の
二
字
と
み

な
し
て
間
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
石
凝
止
売
命
は
、
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
、

第
七
段
の
一
書
第
三
に
「
而
上
枝
懸
ニ
以
鏡
作
遠
祖
天
抜
戸
児
石
凝
戸
辺
所
作
人

間
鏡
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
抜
戸
の
子
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
凶
の

「
神
御
産
霊
神
円
ハ
川
川
〕
命
」
の
闘
字
部
分
に
は
、
天
抜
戸
の
神
名
が
記
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
天
抜
戸
の
神
名
は
、
『
日
本
書
紀
」
神
代
上
、
第
七
段

の
一
書
第
二
に
「
諸
神
憂
之
。
乃
使
ニ
鏡
作
部
遠
祖
天
糠
戸
者
造
v
鏡
」
と
あ
っ

て
、
天
糠
戸
に
も
作
る
。
史
料
的
の
「
天
思
金
神
深
慮
。
使
=
一
石
凝
止
売
命
作
ニ
八

5 

間
鏡
一
」
と
い
う
伝
承
に
相
当
す
る
『
古
語
拾
遺
』

の
文
に
は
、
「
霊
思
兼
神
。

深
思
遠
慮
議
日
。
宜
レ
令
下
太
玉
神
。
率
二
諸
部
神
寸
造
中
和
幣
目
的
令
下
石
凝
姥
神

駅
畑
一
審
院
内
丁
取
ニ
天
香
山
銅
づ
以
盛
岡
中
日
像
之
鏡
上
」
と
あ
っ
て
、
『
古
語
拾
遺
」

で
も
石
凝
止
売
命
(
石
凝
姥
神
)
の
父
を
天
糠
戸
命
に
作
っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
凶
の
関
字
の
部
分
は
、

神
御
産
霊
神
田
閏
闘
目
命
寸
其
子
申
二
日
閉
止
売
命
J

嗣
白

遠
祖
。

の
よ
う
に
補
な
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
天
糠
戸
命
(
天
抜
戸
・
天
糠
戸
)
の
父

神
に
つ
い
て
、
『
日
本
書
紀
』
神
代
紀
は
、
な
に
も
伝
え
て
い
な
い
が
、
「
大
倭

神
社
註
進
状
』
の
裏
書
に
『
斎
部
氏
家
牒
」
と
な
ら
ん
で
記
さ
れ
て
い
る
「
鏡

作
神
社
三
座
」
条
に
は
、
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神
名
帳
云
。
大
和
国
城
下
郡
鏡
作
坐
天
照
御
魂
神
社
一
座
献
闘
状
社
伝
云
。

中
座
天
照
大
神
之
御
魂
也
。
伝
聞
。
崇
神
天
皇
六
年
九
月
三
日
。
於
二
是
地
一

改
ニ
露
日
御
象
之
鏡
寸
為
コ
天
照
大
神
之
御
魂
寸
今
之
内
侍
所
神
鏡
。
即
当

社
其
像
鏡
奉
レ
斎
。
爾
来
号
二
其
地
-
日
二
鏡
作
寸

神
名
帳
云
。
左
座
麻
気
神
者
。
天
糠
戸
神
。
大
山
祇
之
子
也
。
此
神
簿
二
作

日
之
御
像
鏡
寸
今
伊
勢
崇
秘
大
神
也
。
詰
世
話
口
。
右
座
伊
多
神
者
。

石
凝
姥
命
。
天
糠
戸
命
之
子
也
。
此
神
露
ニ
作
日
象
之
鏡
寸
今
紀
伊
国
目
前

神
是
也
。

と
あ
っ
て
、
天
糠
戸
神
を
大
山
祇
の
子
と
し
て
い
る
。
大
山
祇
は
、
『
日
本
書
紀
」

神
代
上
、
第
五
段
の
一
書
第
七
に
「
伊
英
諾
尊
。
抜
レ
剣
斬
ニ
軒
遇
突
智
づ
為
二
=
一

段
寸
其
一
段
是
為
ニ
雷
神
づ

一
段
是
為
ニ
大
山
祇
神
一
」
云
々
と
あ
る
の
で
、
神
御

産
霊
神
(
神
魂
命
)
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
天
糠
戸
神
の
父
神
を
大
山
祇
と
す

る
の
が
古
い
伝
え
な
の
か
、
神
御
産
霊
神
と
す
る
方
が
、
よ
り
古
伝
な
の
か
は
、

い
ま
判
断
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
凶
の
闘
字
部
分
は
、
鏡
作
氏
の
遠
祖
と
伝
え

る
石
凝
止
売
命
の
系
譜
が
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
上
述
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

次
に
同
の
「
津
速
産
霊
神
子
申
ニ
興
口
産
霊
命
一
」
の
闘
字
部
分
は
、
『
日
本

書
紀
』
神
代
上
、
第
七
段
の
一
書
第
三
に
「
至
三
於
日
神
間
二
居
子
天
石
窟
一
也
。

諸
神
遣
二
中
臣
連
遠
祖
輿
台
産
霊
児
天
児
屋
A
H
而
使
レ
祈
駕
」
と
あ
る
の
に
よ

れ
ば
、
「
台
」
の
字
と
み
な
し
て
誤
り
な
い
。
す
な
わ
ち
、
同
の
文
は
、

津
速
産
霊
神
子
申
ニ
興
口
白
産
霊
命
づ
其
子
申
ニ
天
子
屋
根
食
中
臣
遠
祖
。

と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
仰
の
「
天
金
口
根
命
乎
使
献
上
」
の
闘
字
部
分
は
、

素
斐
男
命
が
、
大
蛇
の
尾
か
ら
得
た
剣
を
献
上
す
る
の
に
使
者
と
な
っ
た
神
の

名
の
一
字
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
相
当
す
る
神
話
は
、
「
日
本
書
紀
』
神
代
上
、
第

八
段
の
一
幸
一
百
第
四
に
「
素
斐
鳴
尊
、
乃
似
ニ
天
蝿
研
之
剣
寸
斬
ニ
彼
大
蛇
寸
・

尾
中
有
一
一
一
神
剣
寸
素
斐
鳴
尊
日
、
此
不
レ
可
二
以
五
口
私
用
一
也
。
及
遣
二
五
世
孫
天

之
葺
根
神
寸
上
ニ
奉
於
天
一
」
と
あ
る
か
ら
的
の
「
天
金
口
根
命
」
は
、
「
天
之

葺
根
命
」
と
同
一
神
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
仰
の
「
金
」
は
、
「
之
」

の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
金
」
の
字
は
、
あ
る
い
は
『
古
事
記
』
須
佐
之
男

命
大
蛇
退
治
段
に
、
須
佐
之
男
命
の
五
世
孫
と
し
て
み
え
る
「
天
之
冬
衣
神
」

の
表
記
か
ら
す
る
と
、
「
冬
」
の
字
の
誤
写
で
、
原
本
に
は
、
「
天
冬
口
根
命
」

と
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
「
金
」
の
草
体
は
、
「
冬
」
の
草
体
に
近
い
の
で
「
金
」

が
「
冬
」
の
字
の
誤
写
だ
と
す
れ
ば
、
下
の
口
に
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
「
天

之
葺
根
神
」
の
「
葺
」
と
い
う
字
を
入
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
る
。
「
粟
鹿
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大
神
元
記
」
は
、
『
古
事
記
』
の
「
天
之
冬
衣
神
」
を
「
天
布
由
伎
奴
」
に
作
る

の
で
、
的
の
「
天
金
口
根
命
」
は
、
「
天
冬
伎
根
命
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
可

能
性
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
仰
の
「
天
金
口
根
命
」
を
「
天
之
葺
根
命
」
、
も
し
く
は
「
天
冬
伎

根
命
」
と
し
た
う
え
で
、
こ
の
神
が
で
て
く
る
神
話
、
す
な
わ
ち
「
素
蔓
男
命

天
上
与
利
降
ニ
到
出
雲
国
日
川
上
寸
十
握
剣
乎
以
斬
二
大
蛇
一
給
。
草
薙
鯛
尾
中
取
。

(
天
冬
伎
根
)

天
金
口
根
命
乎
使
献
上
」
と
い
う
伝
承
を
、
同
じ
く
斎
部
氏
の
歴
史
を
物
語
る

(
天
之
葺
根
)

『
古
語
拾
遺
』
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
同
書
に
は
、



素
斐
鳴
神
。
自
レ
天
而
降
ニ
到
於
出
雲
国
簸
之
川
上
づ
以
ニ
天
十
握
銅
↓
:
:
:

斬
-
二
八
岐
大
蛇
↓
其
尾
中
得
一
一
一
霊
剣
寸
其
名
回
一
一
天
叢
雲
一
:
:
:
乃
献
ニ
上
於

天
神
-
也
。

と
あ
っ
て
、
剣
の
献
上
に
使
者
と
な
っ
た
神
の
名
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
斎
部

氏
家
牒
』
が
、
斎
部
広
成
の
撰
し
た
『
古
語
拾
遺
』

に
も
と
、
、
つ
い
て
記
述
し
た

も
の
で
な
い
こ
と
は
、
こ
の
一
点
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

『
古
語
拾
遺
』
に
お
け
る
神
話
は
、

一
開
。
夫
開
闘
之
初
。
伊
葬
諾
伊
非
加
二
神
。
共
為
夫
婦
。
生
二
大
入
洲
国

及
山
川
草
木
↓
次
生
二
日
神
月
神
寸
最
後
生
-
素
斐
鳴
神
↓
市
素
斐
鳴
神
。

常
以
二
突
泣
一
為
レ
行
。
故
令
ニ
人
民
夫
折
寸
青
山
変
レ
枯
。
因
レ
斯
父
母
二
神

勅
日
。
汝
甚
無
道
。
宜
三
早
退
ニ
去
於
根
国
-
長
。

に
始
ま
り
、
こ
れ
に
つ
づ
い
て
、

又
天
地
剖
判
之
初
。
天
中
所
生
之
神
名
。
日
二
天
御
中
主
神
↓
次
高
皇
産
霊

神
。
:
:
:
次
神
皇
産
霊
神
。
〔
前
田
本
の
『
士
口
語
拾
遺
』
に
は
、
「
天
中
所

生
神
名
。
日
ニ
天
御
中
主
神
寸
其
子
有
二
三
男
寸
長
男
高
皇
産
霊
神
:
:
:
次

津
速
産
霊
神
。
:
:
:
次
神
皇
産
霊
神
。
:
:
:
」
と
あ
る
。
〕

と
語
ら
れ
て
お
り
、
「
斎
部
氏
家
牒
」
が

ωの
「
天
地
初
発
之
初
。
於
ニ
天
中
-
成

「家牒」についての一考察

出
神
申
ニ
天
御
中
主
神
寸
其
御
子
申
=
高
御
産
霊
神
寸
次
申
ニ
神
御
産
霊
神
↓
次
申
二

津
速
産
霊
神
-
」
で
始
ま
り
、
附
で
「
天
地
初
判
之
時
。
伊
葬
諾
伊
非
加
神
二
神
。

為
二
夫
婦
-
生
二
日
神
づ
亦
日
ニ
天
照
大
神
づ
次
生
二
月
神
-
」
云
々
と
し
て
い
る
の

と
順
序
を
異
に
す
る
。
こ
れ
も
『
斎
部
氏
家
牒
」
が
『
古
語
拾
遺
』
と
は
、
関

係
な
く
記
述
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
『
古
語
拾
遺
」
に
は
み
え
な
い
こ
の
「
家
牒
」
独
自
の
所
伝
を
取
り

あ
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

ωに
「
天
思
金
命
子
申
一
一
天
手
力
男
命
↓
阿
智
遠
祖
神
」
と
あ
る
箇
所
が
、
ま

ず
あ
げ
ら
れ
る
。
天
思
金
命
の
子
を
天
手
力
男
命
と
し
、
ま
た
こ
の
神
を
阿
智

氏
の
遠
祖
と
す
る
の
は
、
他
に
み
え
な
い
。

た
だ
し
、
阿
智
氏
の
祖
を
天
思
兼

命
と
す
る
所
伝
は
、
『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
み
え
、
神
代
系
紀
に
「
天
思
兼
命
天
一
一

降一信濃一回目阿智
h
m
f
A
m
」
と
あ
り
、
ま
た
天
神
本
紀
に
「
八
意
思
兼
神
児
表
春
命
。

信
乃
国
阿
智
祝
部
等
祖
」
と
あ
る
。
「
家
牒
」
と
天
神
本
紀
と
で
は
、
天
手
力
男

命
と
表
春
命
と
す
る
点
が
相
違
す
る
が
、
天
手
力
男
命
を
阿
智
氏
の
祖
と
す
る

同
の
所
伝
も
、
無
下
に
し
り
ぞ
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
削
の
「
宮
内
蔵
立
中
一
斎
蔵
寸
天
富
貴
命
其
蔵
物
出
入
事
奉
レ
仕
。
自
レ
其

子
孫
、
氷
奉
レ
仕
」
は
、
「
古
語
拾
遺
』
の
「
宮
内
立
レ
蔵
。
ロ
ヴ
二
斎
蔵
寸
令
三
斎
部
氏

7 -

永
任
二
其
職
一
」
に
当
る
伝
承
で
あ
る
が
、
「
家
牒
」
に
天
富
貴
命
が
斎
蔵
の
出
入

の
事
に
奉
仕
し
た
と
あ
る
の
は
、
独
自
な
伝
承
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
前

後
の
所
伝
を
『
古
語
拾
遺
」
と
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
こ
に
天
富
貴
命
が
あ
ら

わ
れ
る
の
は
、
不
自
然
で
は
な
く
、
こ
れ
が
古
い
伝
承
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ

る
の
で
あ
る
。

ま
た
聞
の
「
御
間
城
入
彦
天
皇
御
世
。
測
二
神
威
-
畏
給
。
而
天
富
貴
命
六
世

孫
玉
櫛
命
鉱
山
槌
。
石
凝
姥
命
八
世
孫
羅
津
足
命
保
刊
陰
天
目
一
箇
命
八
世
孫
国
振

立
命
一
時
別
勅
更
龍
一
一
八
開
鏡
↓
造
二
八
束
制
寸
為
コ
守
身
御
璽
↓
是
至
レ
今
天
津
日

嗣
高
坐
即
之
日
。
所
レ
献
神
璽
鏡
銅
是
也
」
は
、
『
古
語
拾
遺
』
の
「
至
ニ
子
磯

域
瑞
垣
朝
寸
漸
畏
ニ
神
威
寸
同
レ
殿
不
レ
安
。
故
更
令
下
斎
部
氏
。
率
二
石
凝
姥
神
喬
。

是
今
践
酢
之
日

天
目
一
箇
神
奇
二
氏
寸
更
露
レ
鏡
造
長
剣
。
以
為
二
護
身
御
璽
寸

所
レ
献
神
璽
之
鏡
銅
也
」
に
相
当
す
る
所
伝
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
「
家
牒
」
が



人文字ヰや議集

に
鏡
銅
の

以
下
、

た
人
名
を
記
し
て
い
る
の
が
注
間
伐
さ
れ
る
。
こ
の
所
伝
も
、
拠
る
べ
き
古
伝
に

も
と
、
、
つ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(]2) 

の

日
天

万

麻
呂
男
。

作
加
斯
為
ニ
神
宮
一
科

小
花
下

」
は
、

A
月
初
レ

一
白
ニ
此
締
役
企

以
二
小
華
下
議
斎
部
詩
作
費
斯
↓
拝
ニ

始
起
ニ
此
時
“
い
に
相
当
し
、

の
叶
至
子
難
波
昨
日
決
構
最
前
朝
白
思

、
M
W
の
「
曲
一
立
御
食
炊
屋
姫
天
皇
錆
世
。

一
二
先
代
悶
察
本
紀
…
之
時
。
五
機
命
九
世
謀

本
J

麻
呂
承
レ
命
誌
m

門
家
紀
祝
詞
等
話
加
熱
レ
繕
斌
位
小
智
給
。
奉
レ
詑
a

斎
部
蔵
出
納
腕
鞍
吋

ア

」

争
j
h

の

に
玉
関
命
の

免
負
二
斎
部
数
氏
姓

L
と
い

亡
、
。

ふ
ん
を
し
V

る
子
麻
呂
は
、

に
「
蘇
我
石
市
麻
品
大
臣
奏
日
。

供
レ
神
之
幣
ω

失〕

襲
定
の

に
、
家
記
・
祝
詞
な
献
じ
た
こ
と
、

っ
た
こ
と
、

の
氏

っ
た
こ
と
な
ど
と
る
る
の
は
、
他

で
あ
る
。

こ
の
四
点
か
ら
な
る
仙
の
独
自
の

諜
」
の
成
立
時
期
を
推
し
は
か

に
な
る
。

の

議
聡
耳
太
子
議
総
潟
子
大
臣
ぺ

A
V
レ
撰
コ
先
代
田
事
本
紀
一

捻
古
天
皇
二
十
八
年
是
蔵
条
に

い
う
記
載
は
、

イコ

天
皇
記
及
遜
記
。
置
連
伴
造
問
造
百
八
十
部
井
長
足
等
本
記
刈

と
あ
る
の
に
指
相
当
す

こ
こ
に
『
先
代
旧
家
本
紀
b

と
あ
る
の

こ
の

「
家
牒
」
の
-
記
述
さ
れ
た
時
期
が
、
そ
れ

て
い
る
。

い
も
の
で
な
い
こ
と
を
物
語
っ

し
か
ら
ば
、
現
行
の
叫
先
代
旧
事
本
紀
』
の
序
に
「
大
原
蘇
我
馬
子
稿
欄
等

中
本
レ
勅
修
撰
」
と
あ
り
、
そ
の
序
文
に
、

夫
先
代
拐
事
公
紀
者
。
聖
悲
太
子
間
以
所
レ
問
問
也
。
子
ν
時
小
治
院
議
鴻
宮
御

字
殿
御
食
欽
量
姫
天
皇
即
佼
サ

歳
次
庚
辰
奪
三
月
間
γ
午
朔
戊
成
。

摂
政
上
宮
厩
一
戸
豊
詮
耳
製
徳
太
子
尊
命
大
臣
蘇
我
馬
子
議
議
等
。
十
本
レ
勅
撰

上
古
国
記
α

神
武
本
紀
。
神
紙
本
紀
。
天
謀
本

伴
造
部
出
造
百
八
十
部
公
民
本

太
子
為
レ
儒
。
釈
説
次
録
。
商
修
撰
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課

太
子
嘉
突
。
撰
録
之
事
部
轍
十
郎
不
ν
続
。
悶
レ
斯
旦
一
所
二
撰
定
一

巻
。
先
代
関
記
。
神
泉
本
紀
。
院
議
伴
議
関
造
本
紀
十
巻
。
門

代
田
事
本
紀
づ
所
レ
謂
先
代
信
事
本
紀
表
。
蓋
謂
二
時
繭
以
降
尚
一
一
代
以
益
者

也
。
其
議
議
王
子
百
八
十
部
公
氏
本
紀
者
。
更
持
品
ω

後
勅
ω

可
=
撰
録
↓
す
ν
時

刑
年
戯
次
壬
午
春
二
月
朔
出
丑
是
也
。
凡
厭
修
コ
撰
服
組
百
一
顕
録
如
レ
在
。

と
あ
る
記
事
が
書
か
れ
た
鎌
倉
中
期
よ
り
以
後
に
、
こ
の
「
家
藤
」
は
述
作
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
吋
先
代
旧
事
本
紀
い
が
議
総
耳
太
子

務

回
二
先

の

(
聖
掠
太
子
〉
に
よ
っ
て
撰
録
さ
れ
た
も
の
と
す
る
訴
訟
は
、
す
で
に

平

年

一
六
)
十
二
月

っ
た
「

の

の
さ
い
の

ザ
」
、

み
彰



問
。
本
朝
之
史
。
以
二
何
喜
一
為
レ
始
乎
。

師
説

先
師
之
説
。

而
今
案
。

上
宮
太
子
所
レ
撰

以
ニ
古
事
記
-
為
レ
始
寸

先
代
旧
事
本
紀
十
巻
。
是
可
レ
謂
二
史
書
之
始
づ
何
者
。
古
事
記
者
。
誠
雄
一
一
一

注
ニ
載
古
語
↓
文
例
不
レ
似
ニ
史
書
寸
即
其
序
云
。
上
古
之
時
。
号
一
口
意
並
朴
。

敷
レ
文
構
レ
句
。
於
レ
字
即
難
。
己
因
レ
訓
述
者
。
詞
不
レ
逮
レ
心
。
全
以
レ
音
連

者
。
事
趣
更
長
。
是
以
今
或
一
句
之
中
。
交
用
ニ
音
訓
寸
或
一
事
之
内
。
全

以
レ
訓
録
。
即
辞
理
難
レ
見
。
以
レ
注
明
レ
意
。
云
々
。
如
レ
比
則
所
レ
修
之
旨
。

非
ニ
全
史
意
寸
至
二
子
上
宮
太
子
之
撰
-
繋
二
於
年
-
繋
コ
於
月
寸
全
得
ニ
史
伝
之

例
↓
然
則
以
=
先
代
旧
事
本
紀
十
巻
-
可
レ
謂
二
本
朝
史
書
之
始
寸

問
。
撰
ニ
修
此
喜
-
之
時
。
以
二
何
書
一
為
レ
本
乎
。

師
説
。
先
師
之
説
。
以
二
古
事
記
↓
為
レ
本
。
其
時
。

又
間
云
。
若
以
=
古
事

記
↓
為
レ
本
。
何
有
二
相
違
之
文
-
哉
。
先
師
又
説
云
。
古
事
記
者
。
只
以
一
一
立

意
一
為
レ
宗
。
不
レ
労
二
文
句
之
駄
寸
何
撰
修
之
問
。
頗
有
ニ
改
易
寸
云
々
。
而

今
見
ニ
此
書
寸
所
レ
載
像
文
者
。
全
是
先
代
旧
事
本
紀
之
文
也
。
注
二
二
玄
-
之

処
。
多
引
ニ
古
事
記
之
文
寸
況
復
旧
事
本
紀
者
。
上
宮
太
子
全
依
ニ
経
史
之

例
能
労
ニ
文
筆
之
一
鉢
寸
或
神
名
用
レ
訓
之
処
。
更
不
レ
雑
レ
音
。
或
嶋
名
用
レ
音

「家牒」についての一考察

之
処
。
亦
不
レ
雑
レ
訓
。
此
近
則
。
国
常
立
尊
。
段
叡
慮
嶋
等
。
是
其
一
端

也
。
此
書
之
鉢
。
己
同
一
一
彼
室
弓
況
其
所
レ
載
。
多
引
二
彼
文
↓
然
則
。
可
レ
謂
下

以
ニ
先
代
旧
事
本
紀
一
為
レ
本
所
歩
撰
也
。
自
余
聞
門
仮
借
之
書
。
難
レ
有
ニ
其

数
一
皆
称
一
一
一
室
莞
置
ニ
於
注
寸

と
み
え
る
。
こ
の
「
私
記
」
に
み
え
る
「
師
説
」
と
は
、
矢
田
部
公
望
の
説
で

あ
り
、
ま
た
「
先
師
之
説
」
と
は
、
藤
原
春
海
の
説
で
あ
る
。
藤
原
春
海
は
、

延
喜
四
年
(
九

O
四
)
八
月
に
始
ま
っ
た
『
日
本
書
紀
」

の
議
書
の
博
士
を
務

め
た
人
物
で
あ
り
、
こ
の
時
の
講
書
に
も
矢
田
部
公
望
は
、
尚
復
と
し
て
参
加

し
て
お
り
、
そ
の
さ
い
の
講
義
の
記
録
が
『
延
喜
公
望
私
記
」
と
し
て
「
釈
日

本
紀
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
藤
原
春
海
が
「
本
朝
之
史
」
の
始
ま
り
の
書
と
し
、
『
日
本
書
紀
」

の
本
と
な
っ
た
書
を
『
古
事
記
」
と
し
た
の
に
対
し
、
矢
田
部
公
望
が
「
上
宮

太
子
所
レ
撰
先
代
旧
事
本
紀
十
巻
」
を
あ
げ
た
の
は
、
延
喜
の
講
書
の
こ
ろ
に
、

ま
だ
『
先
代
旧
事
本
紀
』
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

し
カミ

し
、
延
喜
の
講
書
の
さ
い
に
矢
田
部
公
望
が
筆
記
し
た
『
延
喜
公
望
私
記
』
に
、

公
望
私
記
云
。
案
。
先
代
旧
事
本
紀
第
三
云
々
。
居
ニ
於
天
稚
彦
門
之
湯
津

楓
木
之
秒
-
云
々
。

と
み
え
、
し
か
も
「
先
代
旧
事
本
紀
第
三
云
々
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
「
居
二
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於
天
稚
彦
門
之
湯
津
楓
木
之
抄
一
」
は
、
現
行
の
『
先
代
旧
事
本
紀
』
巻
第
三
天

神
本
紀
の
「
留
ニ
居
於
天
稚
彦
門
之
湯
津
楓
樹
之
秒
一
」
と
同
文
と
い
っ
て
よ
い

か
ら
、
す
で
に
延
喜
四
年
(
九

O
四
)
に
は
、
現
行
の
『
先
代
旧
事
本
紀
』
と

ほ
ぼ
同
じ
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
る
。

こ
の
「
家
牒
」
の
仰
に
あ
る
「
奉
レ
仕
ニ
斎
部
蔵
出
納
職
寸
何
負
ニ
斎
部
首
氏
姓
一
」

と
い
う
伝
え
も
、
他
に
み
え
な
い
事
柄
で
あ
る
が
、
「
忌
部
首
」
と
あ
る
べ
き
と

こ
ろ
を
「
斎
部
首
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
「
家
牒
」
が
、
『
日
本
逸
史
」

延
暦
二
十
二
年
三
月
乙
丑
条
に
、

レ
コ
ロ
レ
川
叶

右
京
人
正
六
位
上
忌
部
宿
禰
浜
成
等
改
ニ
忌
部
一
為
二
斎
部
寸
町
一
町
一
計

と
あ
る
よ
う
に
、
思
部
宿
禰
浜
成
ら
が
忌
部
を
斎
部
と
改
め
た
延
暦
二
十
二
年

(八

O
三
ご
一
一
月
以
後
に
記
述
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、

川
に
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
こ
と
が
-
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
「
家
牒
」
が
、
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『
古
語
拾
遺
』
が
成
立
し
た
大
同
二
年
(
八

O
七
)
二
月
以
後
に
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
は
、
『
古

事
記
』
『
日
本
書
紀
』
と
と
も
に
『
古
語
拾
遺
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

(
刊
)
る。
し
た
が
っ
て
、
『
斎
部
氏
家
牒
』
は
、
延
暦
に
ま
で
さ
か
の
ほ
っ
て
、
そ
の
成

立
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
大
同
二
年
二
月
以
後
、
延
喜
四
年
八
月
以

前
の
時
点
に
、
そ
の
成
立
の
時
期
を
求
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

ωに
「
首
。
中
臣
大
島
連
等
。
奉
レ
勅
撰
ニ
録
梅
田
阿
礼
所
レ
語
之
古
事
寸
今
古
事

記
是
也
」
と
あ
る
の
は
、
『
日
本
書
紀
」
天
武
天
皇
十
年
三
月
丙
成
条
に
、

天
皇
御
ニ
子
大
極
殿
寸
以
詔
ニ
川
嶋
皇
子
。
忍
壁
皇
子
。
広
瀬
王
。
竹
田
王
。

桑
田
王
。
二
一
野
王
。
大
錦
下
上
毛
野
君
三
千
。
小
錦
中
忌
部
連
首
。
小
錦

下
阿
曇
連
稲
敷
。
難
波
連
大
形
。
大
山
上
中
臣
連
大
嶋
。
大
山
下
平
群
臣

子
首
寸
令
レ
記
ニ
定
帝
紀
及
上
古
諸
事
寸
大
嶋
。
子
首
。
親
執
レ
筆
以
録
駕
。

と
み
え
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
「
記
二
定

帝
紀
及
上
古
諸
事
こ
を
、
こ
の
「
家
牒
」
が
「
今
古
事
記
是
也
」
と
す
る
よ
う

に
、
『
古
事
記
』
の
撰
録
に
結
び
つ
け
て
い
る
の
は
、

い
つ
ご
ろ
、
こ
の
よ
う
な

考
え
方
が
成
立
し
た
の
か
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
、
『
斎
部
氏
家
牒
』
の
成
立
時

期
を
本
当
に
お
さ
え
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

い
ま
『
日
本
書
紀
』

の
「
記
二
定
帝
紀
及
上
古
諸
事
一
」
を
『
古
事
記
』

の
撰
録
の
こ
と
と
解
す
る
よ

う
に
な
っ
た
時
点
に
つ
い
て
、
調
べ
が
つ
い
て
い
な
い
の
で
、
『
斎
部
氏
家
牒
』

の
ほ
ぼ
正
確
な
成
立
時
期
の
解
答
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
次
の
こ
と
だ

け
は
、
指
摘
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
第
一
点
は
、
こ
の
「
家
牒
」
の
聞
に
「
豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
御
世
。
詔
コ

豊
聡
耳
太
子
曽
我
馬
子
大
臣
寸
令
レ
撰
ニ
先
代
旧
事
本
紀
一
之
時
。
玉
櫛
命
九
世
孫

子
麻
巴
承
レ
命
献
ニ
家
記
祝
調
等
づ
蒙
レ
寵
冠
位
小
智
給
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
類

す
る
事
実
が
、
延
暦
三
年
(
七
八
四
)

志
』
の
久
遅
良
臣
の
譜
文
に
も
、

の
年
紀
を
記
す
『
因
幡
国
伊
福
部
臣
古

是
久
遅
良
臣
者
。
小
治
田
宮
御
宇
豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
庚
辰
年
。
臣
連
伴

造
国
造
諸
民
本
記
定
賜
。
子
レ
時
先
祖
等
奉
レ
仕
状
具
顕
白
豆
国
造
仕
奉
。

授
二
小
智
冠
}
也
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
家
牒
」
の
伝
承
に
は
、
古
伝
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
第
二
点
は
、
「
家
牒
」
の
仙
に
「
豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
御
世
。
詔
ニ

豊
聡
耳
太
子
曽
我
馬
子
大
臣
寸
令
レ
撰
ニ
先
代
旧
事
本
紀
-
之
時
」
と
あ
る
と
は
い

え
、
こ
れ
が
上
述
し
た
よ
う
に
鎌
倉
中
期
に
記
述
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
現
行
の
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『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
序
文
に
典
拠
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
『
斎
部
氏
家
牒
」

の
奥
書
に
、

右
大
倭
神
社
註
進
状
弁
率
川
神
社
裏
書
者
。
大
倭
直
盛
繁
自
筆
。
拝
二
見
之
寸

即
座
写
二
書
之
寸
大
倭
直
盛
繁
者
。
後
鳥
羽
院
御
宇
之
人
也
。
文
字
抵
梧
所
レ

不
レ
知
。
浅
学
任
二
本
紙
一
動
二
幹
墨
寸
望
コ
後
学
之
正
↓

応
永
二
十
九
年
仲
春
二
九
日

宮
道
述
之

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
大
倭
神
社
註
進
状
』

の
裏

書
で
あ
る
『
斎
部
氏
家
牒
」
は
、
後
鳥
羽
院
の
時
代
の
人
で
あ
る
と
い
う
大
倭

直
盛
繁
の
自
筆
で
あ
る
と
、
応
永
二
十
九
年
(
一
四
一
一
二
)
に
宮
道
述
之
|
|
ち

な
み
に
、
宮
道
述
之
の
名
は
、
久
安
五
年
(
一
一
四
九
)
三
月
の
『
多
神
宮
注

進
状
』
、
お
よ
び
そ
の
裏
書
を
載
せ
て
い
る
『
和
州
五
郡
神
社
神
名
帳
大
略
注
解
」



巻
四
補
闘
の
奥
書
に
も
、

大
和
国
神
名
帳
略
解
巻
四
旧
本
為
二
回
録
一
化
二
灰
憧
寸
愚
僕
雄
レ
為
ニ
浅
学
一

欲
レ
補
二
其
欠
寸
君
子
不
レ
棄
ニ
街
談
↓
令
レ
足
ニ
巻
数
吋
建
二
本
乎
神
名
帳
寸
考
二

之
於
国
史
家
牒
寸
参
レ
之
以
ニ
社
家
者
説
↓
非
レ
無
二
得
失
之
是
非
寸
庶
侯
ニ
後

賢
之
改
正
一
云
爾
。

子
レ
時
。

文
安
第
三
丙
寅
之
歳
黄
鐘
上
旬
。

牟
佐
神
禰
宜

散
位
正
六
位
上
宮
道
君
述
之
在
判

と
み
え
る
ー
ー
が
-
記
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
で
に
十
二
世
紀
末
、
十
三

世
紀
初
頭
の
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
鎌
倉
初
期
以
前
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

四

さ
て
大
倭
直
歳
繁
が
記
し
た
と
い
う
『
大
倭
神
社
註
進
状
』
の
末
尾
に
は
、

依
二
国
守
貴
命
一
市
。
古
来
秘
伝
。
参
ニ
考
国
史
家
牒
寸
述
作
者
也
。
摂
社
末

社
。
祭
礼
次
第
。
別
記
載
レ
之
。
仰
註
進
状
如
レ
件
。

「家牒」についての一考察

仁
安
二
丁
亥
年
也

二
月
十
三
日

祝
部
大
倭
直
歳
繁
謹
書

献
上

と
あ
っ
て
、
「
二
月
十
三
日
」
の
右
肩
に
「
仁
安
二
亥
年
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る

注
記
の
年
紀
を
信
じ
れ
ば
、
『
斎
部
氏
家
牒
」
の
成
立
時
期
の
下
限
は
、
仁
安
二

年
(
一
二
ハ
七
)
二
月
以
前
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
倭
直
歳
繁
が
「
参
二
考
国
史
家
牒
-
」
し
た
と
書
い
て
い
る
よ

う
に
、
『
大
倭
神
社
註
進
状
』
に
は
、
「
家
牒
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
そ
れ
は
「
大
倭
氏
家
牒
』
と
称
し
て
よ
い
も
の
で
あ
る
が
、
引
用
の
全
文

は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

川
家
牒
目
。
肢
上
池
心
宮
御
宇
天
皇
酔
元
年
秋
七
月
甲
寅
朔
。
遷
二
都
於
倭
国

葛
城
づ
丁
卯
。
天
皇
夢
有
二
貴
人
寸
対
二
立
慰
戸
寸
自
称
二
大
己
貴
命
-
目
。

我
和
魂
自
ニ
神
代
一
鎮
ニ
三
諸
山
づ
而
助
二
神
器
之
日
目
-
建
-
也
。
荒
魂
服
ニ
王
身
↓

在
ニ
大
殿
内
寸
而
為
ニ
宝
基
之
衛
護
寸
即
得
二
神
数
-
而
。
天
照
大
神
。
倭
大

国
魂
神
。
並
祭
ニ
於
天
皇
大
殴
之
内
寸

凶
磯
城
瑞
篠
宮
御
宇
天
皇
山
内
六
年
。
百
姓
流
離
云
云
。
共
住
不
レ
安
。
秋
九
月

己
酉
朔
也
乙
丑
。
天
照
大
神
託
ニ
豊
鋤
入
姫
命
づ
祭
二
於
倭
国
笠
縫
口
巴
寸
侃

立
二
磯
城
神
簸
寸
亦
倭
大
国
魂
神
託
ニ
浮
名
城
入
姫
命
↓
祭
二
於
同
国
市
磯
邑
寸

…純一
h
円
一
然
淳
名
城
入
姫
。
髪
落
体
痩
而
不
レ
能
レ
祭
。

同
七
年
秋
八
月
葵
卯
朔
己
酉
。
穂
積
臣
遠
祖
大
水
口
宿
禰
等
。
共
同
夢
而
奏

言
。
昨
夜
夢
有
二
貴
人
↓
誇
日
。
以
ニ
市
磯
長
尾
市
↓
為
下
祭
ニ
倭
大
国
魂

神
一
之
主
日
必
天
下
太
平
突
。
天
皇
得
ニ
夢
辞
寸
益
歓
二
於
心
↓
朕
当
ニ
栄
楽
寸

乃
ト
レ
使
下
二
物
部
連
祖
伊
香
色
雄
一
為
中
神
班
物
者
M

士
ロ
之
。
冬
十
二
月
辛
丑

朔
丁
卯
。
命
ニ
伊
香
色
雄
}
而
。
以
ニ
物
部
八
十
手
所
レ
作
祭
神
之
物
づ
即
以
二

大
倭
直
祖
長
尾
市
づ
為
下
祭
二
倭
大
国
魂
神
一
之
主
μ

定
ニ
神
地
神
戸
寸
於
レ
是

疫
病
始
息
。
国
内
漸
誼
。
五
穀
既
成
。
百
姓
龍
之
。

凶
橿
向
珠
城
宮
御
宇
天
皇
世
廿
七
年
九
月
戊
申
朔
甲
子
。
以
ニ
皇
女
倭
姫
命
-

為
ニ
御
杖
代
寸
貢
ニ
天
照
大
神
寸
倭
姫
命
。
随
二
神
語
-
立
ニ
宮
於
伊
勢
国
渡
遇

五
十
鈴
川
上
一
奉
レ
遷
荒
。
是
時
倭
大
国
魂
神
。
著
ニ
大
水
口
宿
禰
一
而
誇
之
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日
。
太
初
之
時
期
日
。
天
照
大
神
悉
治
二
高
天
原
寸
皇
御
孫
尊
専
治
二
葦
原

中
国
之
八
十
魂
神
寸
我
親
治
二
大
地
官
一
者
。
言
己
詑
駕
云
云
。
大
地
主
神

之
号
起
ニ
子
是
時
-
A

矢。

こ
こ
に
「
家
牒
日
」
と
あ
る

ωの
伝
承
は
、
「
日
本
書
紀
』
孝
昭
天
皇
元
年
七

月
条
に
は
「
選
ニ
都
於
披
上
寸
是
謂
ニ
池
心
宮
}
」
と
み
え
る
だ
け
な
の
で
独
自
な

伝
承
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
川
の
伝
承
は
、
嘉
禄
二
年
の
年
紀
を
記
す
「
大

三
輪
神
三
社
鎮
座
次
第
」
に
、
「
社
伝
」
と
し
て
、

肢
上
池
心
宮
御
宇
天
皇
御
世
。
神
明
恵
ニ
吉
足
日
命
一
日
。
吾
国
造
大
己
貴

命
也
。
大
初
己
命
之
和
魂
。
取
ニ
託
入
間
鏡
↓
名
目
ニ
倭
大
物
主
櫛
瓶
玉
命
寸

鎮
ニ
座
大
三
輪
神
奈
備
一
云
云
。
令
下
造
ニ
瑞
簸
一
奉
歩
斎
需
。
随
二
神
託
-
立
ニ
瑞

簸
於
大
三
輪
山
寸
遣
二
吉
足
日
命
↓
令
レ
崇
二
斎
大
己
貴
命
大
物
主
命
プ
詔
ニ
吉

足
日
命
寸
自
レ
今
己
後
可
レ
為
二
宮
能
売
寸
是
神
宮
部
造
先
祖
也
。

と
み
え
る
伝
承
に
部
分
的
に
照
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
聞
の
伝
承
は
、
『
日
本
書

紀
』
崇
神
天
皇
六
年
条
に
、
聞
の
伝
承
は
、
同
じ
く
崇
神
天
皇
七
年
八
月
笑
卯
朔

己
酉
条
、
お
よ
び
同
年
十
一
月
丁
卯
朔
己
卯
条
に
、
そ
し
て
凶
の
伝
承
は
、
垂

仁
天
皇
二
十
五
年
=
一
月
丁
亥
朔
丙
申
条
に
引
く
「
一
云
」
、
な
ら
び
に
「
一
云
」

条
に
み
え
る
「
取
ニ
丁
巳
年
条
十
月
甲
子
-
」
云
々
の
所
伝
に
相
当
し
、
文
辞
が

共
通
す
る
部
分
が
多
い
か
ら
、
山
・

ω・
凶
の
伝
承
は
、
『
日
本
書
紀
」
に
依
拠

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
部
分
的
に
表
現
や
干
支

を
異
に
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
も
『
大
倭
氏
家
牒
』
の
逸
文
と
み
な
し
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

さ
ら
に
『
大
倭
神
社
註
進
状
』
の
末
尾
に
は
、
「
率
川
神
社
」
と
題
す
る
記
事
、

お
よ
び
「
園
韓
神
社
三
座
」
と
し
て
の
記
事
が
付
載
さ
れ
、

右
率
川
神
社
記
者
。
献

-L於
注
進
状
一
之
節
。
応
ニ
哉
人
需
づ
勘
述
者
也
。

神
秘
口
伝
到
二
其
地
一
可
レ
尋
云
。

十
月
廿
一
日

花
押

と
奥
室
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
は
『
大
神
氏
家
牒
』
が
引
用
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
率
川
神
社
」
の
条
に
は
、

大
神
氏
家
牒
日
。
小
治
田
豊
浦
宮
御
宇
天
皇
措
御
世
。
建
ニ
大
神
御
子
神
醐

鯉
『
宮
於
春
日
率
川
巴
↓
枕
説
。
大
神
君
白
堤
奉
レ
斎
レ
之
。
大
宝
年
中
。

始
行
ニ
祭
礼
寸
今
三
枝
祭
是
也
。
養
老
年
中
。
左
大
臣
藤
史
建
二
子
守
。
開

拒
一
時
開
一
一
堵
.
之
…
狭
井
神
。
献
一
知
一
時
一
縮
。
両
神
社
寸
奉
レ
斎
鷲
。

と
み
え
、
ま
た
「
園
韓
神
社
三
座
」
の
条
に
は
、

大
神
氏
家
牒
日
。
養
老
年
中
。
藤
史
亦
建
ニ
園
韓
神
社
-
奉
レ
斎
駕
。
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と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
大
倭
氏
家
牒
』
『
大
神
氏
家
牒
」
の
両
逸
文
が
世
に
知
ら
れ

て
い
る
が
、
乙
れ
以
外
に
「
家
牒
」
の
逸
文
と
し
て
『
紀
氏
家
牒
』
が
今
に
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
『
紀
氏
家
牒
』
に
つ
い
て
は
、
田
中
卓
氏
に
詳
論
が
あ
る
の
で
、

」
こ
で
は
省
略
に
し
た
が
う
。

五

上
に
紹
介
し
た
『
斎
部
氏
家
牒
』
は
、
延
暦
に
さ
か
の
ぼ
る
「
家
牒
」
で
な

い
こ
と
は
、
上
述
の
と
お
り
で
あ
り
、
ま
た
『
大
倭
氏
家
牒
』
、
お
よ
び
『
大
神

氏
家
牒
』
の
成
立
時
期
は
、

い
ま
の
と
こ
ろ
、
あ
き
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
延

暦
、
も
し
く
は
そ
れ
以
前
の
成
立
と
い
え
る
「
家
牒
」
に
、
『
大
中
臣
氏
家
牒
』



が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
「
家
牒
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
永
仁
二
年
(
一
二
九
四
)
十
一
月
に
「
於
ニ

(
法
カ
)

後
光
寺
-
書
写
畢
」
と
す
る
奥
書
の
あ
る
『
大
中
臣
氏
系
図
」
の
こ
と
か
ら
取
り

あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

現
在
、
『
続
群
書
類
従
』
第
七
輯
系
図
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
大
中
臣
氏
系
図
』

は
、
そ
の
巻
尾
に
「
元
久
二
年
二
月
廿
六
日
」
云
々
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
よ

れ
ば
、
栗
田
寛
が
、
そ
の
著
『
新
撰
姓
氏
録
考
証
』
に
引
用
し
た
「
元
久
二
年

注
進
、
大
中
臣
氏
文
」
、
お
よ
び
『
大
和
志
料
」
高
市
郡
法
光
寺
条
に
引
用
さ
れ

て
い
る
「
奥
書
一
一
元
久
二
年
ノ
年
号
ア
リ
春
日
旧
社
家
富
田
氏
蔵
」
と
い
う
「
大

(
日
)

中
臣
氏
文
」
を
も
と
に
し
て
作
成
さ
れ
た
系
図
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
『
大
中
臣
氏
系
図
』
、
し
た
が
っ
て
そ
の
系
図
の
も
と
に
な
っ
た
元
久
二

年

三

二

O
五
)

の
『
大
中
臣
氏
文
』
に
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
延
喜
六
年

(九

O
六
)
に
撰
進
さ
れ
た
『
新
撰
氏
族
本
系
帳
』
、
い
わ
ゆ
る
「
延
喜
本
系
」

が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
本
系
」
の
「
男
祭
主
右
大
臣
正
二
位
行
神
祇
伯

兼
皇
太
子
痔
勲
四
等
大
中
臣
朝
臣
清
麻
呂
延
暦
七
年
嘉
」
と
い
う
記
載
の
右
肩
に
、

近
江
守
諸
真
家
講
云
。
中
臣
朝
臣
任
ニ
神
祇
伯
一
者
。
天
照
大
神
々
主
也

云
々
。
加
一
一
大
字
-
始
ニ
子
必
寸

「家牒」についての一考察

と
い
う
注
記
が
あ
る
。

こ
の
注
記
に
み
え
る
「
近
江
守
諸
真
」
と
は
、
ど
う
い
う
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
「
家
講
」
と
は
、

い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
字
句
に
は
、
誤

写
か
、
誤
植
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
こ
で
、
大
中
臣
氏
の
一
族
の
人

に
し
て
近
江
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
人
物
を
探
し
て
み
る
と
、
大
中
臣
諸
魚
と
い
う

人
が
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
『
続
日
本
紀
』
延
暦
八
年
二
月
丁
丑

条
に
、
式
部
大
輔
従
四
位
下
大
中
臣
朝
臣
諸
魚
為
ニ
兼
近
江
守
寸
左
兵
衛
督
如
レ
故
。

と
み
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
注
記
の
「
近
江
守
諸
真
」
は
、
「
近
江
守
諸
魚
」
の

誤
写
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
「
家
講
」
の
方
は
ど
う
か
。
彰
考
館
所
蔵
本
の
『
日
本
書
紀
私
記
」

弘
仁
私
記
序
に
、

謂
一
譜
議
再
局

毎
二
代
-
使
互
天
下
諸
氏
一
各
献
き
本
系
一
本
系
一
也
。

と
千
え
る
「
譜
講
」
は
、
『
噺
嗣
国
史
大
系
』
本
の
頭
注
に
「
譜
講
、
当
拠
諸
本

(

日

比

)

作
譜
諜
、
矢
一
本
作
譜
牒
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
譜
講
」
の
「
講
」
は
、
「
牒
」

の
字
と
み
な
し
て
誤
り
な
い
の
で
、
注
記
の
「
家
講
」
は
、
「
家
牒
」
の
誤
記
で

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

し
た
、
が
っ
て
、
こ
の
注
記
の
文
は
、
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近
江
守
諸
魚
家
牒
云
。
中
臣
朝
臣
任
二
神
祇
伯
-
者
。
天
照
大
神
々
主
也

云
々
。
加
ニ
大
字
一
始
二
子
必
寸

と
訂
す
こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
考
証
の
手
順
を
ふ
ま
え
な
く
て
も
、
「
近
江
守
諸
魚
家

牒
」
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
一
年
間
十
一
月
乙
酉
条
に
、

多
治
比
子
姉
卒
。
参
議
大
中
臣
諸
魚
母
也
。
先
レ
是
。
諸
魚
進
ニ
家
譜
一
云
。

中
臣
朝
臣
任
二
神
祇
伯
一
者
。
是
天
照
大
神
神
主
也
。
累
世
相
承
。
遭
レ
喪
不
レ

解
者
。
勅
。
難
レ
不
レ
射
ニ
喪
紀
寸
不
レ
可
レ
供
二
神
事
↓
宜
レ
令
レ
修
ニ
其
服
↓

と
み
え
、
ま
た
『
祭
主
補
任
」
所
引
の
『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
一
年
間
十
一
月

乙
酉
条
に
、

従
四
位
口
多
治
比
真
人
子
姉
卒
。
故
右
大
臣
正
二
位
大
中
臣
朝
臣
清
麿
之

妻
。
参
議
従
四
位
下
守
近
衛
大
将
兼
神
祇
伯
行
式
部
大
輔
近
江
守
諸
魚
之
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母
也
。
先
レ
是
諸
魚
等
進
ニ
家
牒
一
云
。
中
臣
朝
臣
任
ニ
神
祇
伯
一
者
。
是
天
照

大
神
神
主
也
。
累
世
相
承
。
遭
レ
喪
不
レ
解
者
。
勅
。
雄
レ
不
レ
射
ニ
喪
紀
寸
不
レ

可
レ
供
二
神
事
寸
宜
レ
令
レ
終
ニ
其
服
寸

と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
「
近
江
守
諸
真
家
講
」
が
、
「
近
江
守
諸
魚
家
牒
」
の

た
だ
し
「
日
本
紀
略
』
は
、
「
諸
魚
進
ニ
家
譜
-
」

誤
写
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
「
家
譜
」
に
作
っ
て
い
る
が
、
『
祭
主
補
任
』
所
引
の
『
日
本

後
紀
』
が
、
「
諸
魚
等
進
二
家
牒
一
」
と
し
て
い
る
の
が
、
正
し
い
伝
え
と
す
る
ベ

き
で
あ
ろ
う
。

し
か
ら
ば
、
上
掲
の
注
記
の
「
近
江
守
諸
魚
家
牒
云
。
中
臣
朝
臣
任
ニ
神
祇
伯

者
寸
天
照
大
神
々
主
也
云
々
。
加
ニ
大
字
-
始
二
子
υ

紘
一
」
は
、
『
日
本
後
紀
』
か
ら

の
引
用
で
あ
ろ
う
か
。

い
な
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
注
記
に

み
え
る
「
加
ニ
大
字
-
始
二
子
刊
紙
こ
も
『
大
中
臣
氏
家
牒
』

に
あ
っ
た
文
と
解
す

る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
か
ら
、
注
記
の
「
家
牒
」
は
、
別
の
伝
え
に
も
と
づ
く

引
用
文
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
と
す
れ
ば
、
「
加
ニ
大
字
一
始
二
子
仏
紘
一
」
と
い
う

わ
ず
か
六
字
に
す
ぎ
ぬ
文
は
、
延
暦
の
『
大
中
臣
氏
家
牒
』

の
逸
文
と
し
て
注

目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
「
加
ニ
大
字
一
始
二
子
必
-
」
が
、
「
祭
主
補
任
』
大
中

臣
清
麻
呂
条
の
末
に
、

姓
氏
録
第
十
二
去
。
神
護
景
雲
三
年
。
右
大
臣
中
臣
朝
臣
清
麿
加
ニ
賜
大
字
寸

と
あ
り
、
ま
た
「
太
子
伝
玉
林
抄
」
巻
第
二
十
一
、
大
織
冠
御
本
地
事
条
に
、

私
云
。
案
ニ
大
中
臣
本
系
-
手
A
o
-
-
:
:
中
納
言
意
美
麿
卿
男
。
右
大
臣
清
麿
。

以
ニ
神
護
景
雲
三
年
一
始
賜
二
大
字
づ
号
ニ
大
中
臣
卿
↓
云
々
。

と
あ
る
こ
と
に
相
当
す
る
記
事
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
説
く
ま

で
も
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
あ
ら
た
に
延
暦
の
「
家
牒
」
の
断
片
記
事
を
、

こ
こ
に
発
見
で
き
た
こ
と
を
喜
び
と
し
て
、
こ
の
稿
を
結
び
た
い
。

注
(
1
)

佐
藤
宗
誇
「
『
家
牒
」
の
成
立
」
(
『
平
安
前
期
政
治
史
序
説
』
所
収
)
、
二
七
七
頁
以
下

参
照
。
な
お
文
書
で
あ
る
「
家
牒
」
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
西
山
良
平
「
家
牒
・
家
符
・

家
使
」
(
『
日
本
史
研
究
」
第
一
一
一
六
号
)
が
あ
る
。

(
2
〕
坂
本
太
郎
『
六
国
史
』
、
五
頁
。

(
3
)

佐
伯
有
清
「
『
因
幡
国
伊
福
部
臣
古
士
山
』
の
研
究
」
(
『
融
鮮
対
外
関
保
と
政
治
文
化
』
第

二
所
収
)
、
四
六
八
頁
参
照
。

(
4
)

『
三
代
実
録
』
(
『
噺
櫛
国
史
大
系
」
第
六
巻
所
収
)
、
七
九
頁
。

(
5
)

奈
良
県
編
『
大
和
志
料
』
下
巻
、
五

O

五
二
頁
。

(
6
)

奈
良
県
編
、
前
掲
注
(
5
)
書
、
四
九
頁
。

(
7
)

佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
」
考
証
篇
第
四
、
一
二
三
四
頁
参
照
。

(
8
)

鎌
田
純
一
『
先
代
旧
事
本
紀
の
研
究
』
研
究
の
部
、
一
二
頁
参
照
。

(
9
)

こ
の
引
用
文
は
、
『
噺
櫛
国
史
大
系
』
第
八
巻
所
収
の
『
日
本
書
紀
私
記
』
の
丁
本
「
日

本
紀
私
記
零
本
」
と
、
『
釈
日
本
紀
』
巻
第
一
、
開
題
所
引
の
も
の
と
に
拠
り
、
私
見
を

混
え
て
記
し
た
。

(
叩
)
鎌
田
純
一
、
前
掲
注
(
8
)
書
、
七
九
頁
参
照
。

(
日
)
田
中
卓
「
紀
氏
家
牒
に
つ
い
て
」
(
『
日
本
古
典
の
研
究
」
所
収
)
、
三
三
五
|
三
四

二
頁
参
照
。

(
ロ
)
栗
田
寛
『
新
撰
姓
氏
録
考
証
』
上
、
五
五
九
頁
。

(
日
)
奈
良
県
編
、
前
掲
注
(
5
)
書
、
四
七
八
頁
。

(
日
)
『
日
本
書
紀
私
記
』
弘
仁
私
記
序
(
『
…
帯
国
史
大
系
」
第
八
巻
所
収
)
、
九
頁
。

(
日
)
こ
の
『
新
撰
姓
氏
録
』
逸
文
は
、
『
東
大
寺
要
録
」
巻
第
六
、
末
寺
章
第
九
、
大
中
臣

事
条
に
も
「
神
護
景
雲
三
年
右
大
臣
中
臣
朝
臣
清
麿
加
二
賜
大
字
一
」
と
み
え
る
。

(
一
九
八
二
年
十
一
月
二
十
五
日
成
稿
)
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